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第11報 コッ ボ氏無蛋 白質 「ツベルク リン」軟膏 ヲ

以テセル皮内産生 「オプ ソニ ン」ノ研究

京都帝國大學醫學部外科研 究室(鳥潟敏授揃導)

大學院學生 屠牡 嘉 ノ 海 武 夫

緒

コッホ氏無蛋白質 「ツベル クリン」ハ「ヅベル ク

リン」ノ注射 二依 リ テ 起 ル螢熱、癒痛等 ノ不快

ナル副作用ハ凡テ培養基 二届 スル蛋 白質 ノ作 用

二起因 スルモ ノ ト推定 シ、 コ ノ蛋 白質 テ除去 ス

ル目的 テ以 テ特殊培養 法 二依 テ製 出 セラレタル

モ ノナ リ。

即チ結核菌 テコ 、ホ氏無蛋 白質培養基(「 アスパ

ラギン」2.Ob絢 構 酸 「マグネ シヤ」2.5、 燐 酸加

里5.O、 硫 酸「マグネシヤ」0.6、 「グ リセ リン」

20.O、 水1000.0)二 培 養 シ、充分嚢育 セル時之

ラ基液 ト共 二37度 ノ低温 二於 テ原容積 ノ1/4二

言

濃縮 シタル後、之 テ磁 製溝過器 ニテ濾過 シテ無

菌 トナ シ、之 …0,5%ノ 割 合 二石炭酸 テ加 ヘ タ

ル モ ノニ シテ帯黄色透明 ノ液 ナ リ。

余等 ハ本剤 テ使用 シ テ原液 及 ピ撮氏100度30

分 煮 ノ雨液 テ得、之 テ以 テ種 々ナル含有量 ノ軟

喜 子調製 シ、此等 テ同一家 兎 ノ皮膚 二貼用 シテ

皮 内「オ プソー ン」最大産 生 二必要 ナル軟膏 中 一

於 ケル免疫元 ノ含量 テ検 シ、併 セテ本剤 中 二冤

疫阻 止物 質即 チ「イムペヂ ン」ノ含有 サ レ居 ル ヤ

否 ヤテ検 セ ン ト欲 ス。

實験材料

北里研究所 、 昭和8年12月11日 製 作(有 数期

間1ケ 年)ノ コッホ氏無蛋 白質 「ツベル クリン」

約100caラ 同一容器 二集 メ、之 テ2分 シテー牛

ラ其儘原液 トシ、他牛 テ樋 氏100度 二沸縢 シツ

ツアル重湯煎 中一テ30分 間煮沸 シ テ 煮液 トナ

スo

斯クシテ得 タル原煮雨液 テ以テ次 ノ6種 ノ軟高

テ調製ス。軟商調製法ハ第2報 ト同檬ナ リ。

1.原30%無 蛋 白質 「ツベル ク リン」軟膏

2.煮 同

3.原50%同

4.煮 同

5.原65%無 蛋 白質 「ツベル クリン」軟膏

6.煮 同

其他 ノ實験材料 ハ凡テ第1報 ト同様 ナ リ。

實験方法

實験方法ハ凡テ第2報 ト同様 ナリ。
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實験成績

實 瞼 成 績 ハ 弟1表 ヨ リ第4表 マ デ及 ピ 第1囲 由
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以 テ セ ル 皮内 産 生 「オ プ ソニ ン」ノ研 究
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所見概括拉二考案

Pi.hノ 實験 成績 子見 ルニ喰菌李 ニ テモ 「オ

プソニ ン」係数 ニテモ何 レモ相一致 シテ下

記 ノ事項 子認識 シ得 ベ シ。

1.30%軟 膏 貼用皮膚 二於 テ 原液軟膏 ノ

示 シタ・レ「才プソニ ン」係数 ハ「0.98」、煮液

軟膏 ハ「1・24、一 シテ 「100:127」 ノ優越 テ示

シタ リ。

2・50%軟 商 貼用皮 膚 二於 テ ハ 原液軟膏

ハ「1・45」
、 煮液軟膏 ハ 「1.62」ニ シテ「100:

112」 ノ優越 テ示 シタ リ。

3・65%軟 膏 貼用皮膚 二 於 テハ原液軟膏

ハ「0・90」、 煮液軟膏 ハ 「1.14」ニ シテ、「100:
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127」ノ優越 テ示 シタ リ。

4.即 チ煮液軟膏 ハ ソ レニ相當 スル原液軟膏 ヨ

リモ常 二優秀 ナル成績 ラ示 シタ リ。 是即 チヲ,

結

北里研究所製造 ノコッネ氏無蛋 白質 「ツベ ル ク

リン」ノ原及 ピ、 振氏100度 、30分 煮 ノ雨液 ラ

使用 シテ種 々ナル割合 ノ軟膏 テ調製 シ、 此等 ラ

同一家兎 ノ皮膚 二24時 間 貼用 シテ局所性 「オプ

ソニン」ノ産生 号検 シタル ニ下 ノ結果 テ得 タ リ。

L原 煮共 轟50%軟 膏 が最大 ノ 「オプソニ

ン」産生 テ示 シ、 ソ ノ示 サ レタル最大 「オブソニ

ン」係歎 ・・原液 「1.45.、 煮 液 「1.62:ナ リキ。

2.50%軟 膏 二次 グモ ノハ30%軟 膏 ノ原 「0・98」

主 氏無置白質 「"」A"iルク リン」t亦 タ免疫阻1L物

質 タル「イムペヂ ンJe含 有 スル コ トラ意味 人ル

モ ノ ナ リ
0

論

煮 「1・24」及 ピ65%軟 膏 ノ 原 「0.90」 、 煮 「1.14」

ナ リ キ
0

　

3.煮 液 軟膏 ハ ソ レニ相常 スル含量 ノ原液軟膏

ヨリモ常 二優秀 ナル成績 テ示 シタリ。帥 チ前者

ハ後 者 二比 シ「100:112-127」 ノ免疫元能力 ノ檜

強 ラ示 シタ リ。

4.コ ッホ氏無蛋 白質 「ツベ ・レケリン」モ亦 タ明

白=「fム ペヂ}」 テ含有 スJLモ ノナ リ。




